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栃木県における人権教育の推進 

人権教育の取組 

栃木県教育委員会では、「栃木県人権教育基本方針」に基づき、「栃木県人権尊重の社会

づくり条例」（平成 15 年４月１日施行）及び「栃木県人権施策推進基本計画（2016～2025）」

等を踏まえ、県内すべての学校すべての地域において人権教育を推進しています。その推

進に当たっては、「栃木県教育振興基本計画 2025ーとちぎ教育ビジョンー」のもと、各種施

策に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  

栃木県人権教育基本方針 

                                                          栃木県教育委員会 

平成１３年１１月６日決定 

平成１４年 ４月１日実施 

                                            

   人権は、「人間の尊厳」に基づく人間固有の権利である。我が国の人権に関する現状を見ると、

性別、社会的身分又は門地等による不当な差別が今なお存在し、また、少子高齢化、国際化、情

報化等の社会の変化に伴い、人権に関する新たな課題も生じてきている。これらの課題を早急に

解決して、一人一人の人間が尊厳をもつかけがえのない存在であるという考え方が尊重され、守

られる社会を作っていくことが求められている。 

  栃木県教育委員会は、人権の共存を人権尊重の理念とし、人権教育を人権尊重の精神の涵養を

目的とする教育活動ととらえ、人権教育が、様々な人権に関する課題解決において極めて大きな

役割をもつとの認識の下に、日本国憲法並びに教育基本法の精神にのっとり、人権教育及び人権

啓発の推進に関する法律等を踏まえ、次の基本方針により人権教育を推進する。 

 

 １ すべての学校すべての地域において、人権尊重の精神の涵養を目的に、組織的、計画的に推

進されるよう、推進体制の整備・充実を図り、積極的な推進に努める。 
 

 ２ 学校教育においては、児童生徒の発達段階に即しながら、各教科等の特質に応じ、学校の教

育活動全体を通じて、人権尊重の理念について理解を促すように努める。 
  

３ 社会教育においては、生涯にわたって人権に関する多様な学習機会を提供し、人権尊重の理

念について理解を深めるように努める。 
  

４ 指導者の養成及び研修については、計画的に実施し、資質の向上に努めるとともに、その活

用を図る。 
  

５ 各実施主体は、生涯学習の観点に立って、学校教育、社会教育及び家庭教育のそれぞれの主

体性を尊重しつつ、相互の連携を図り、総合的かつ効果的な推進に努める。 
  

６ 推進に当たっては、学校や地域の実情等に応じ、人権に関する現状を正しく把握して取り組

むとともに、教育の中立性の確保に努める。 
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人権教育の目的と推進の内容 

人権とは、人間の尊厳に基づく人間固有の権利であり、社会を構成するすべての人々が

個人として生存と自由を確保し、社会において幸福な生活を営むために欠かすことのでき

ない権利を意味します。 

栃木県の人権教育は、すべての人々が互いの人権を尊重し、共に生きる社会を実現する

ため、人権尊重の精神の涵養を目的としています。また、推進に当たっては、教育活動全

体をとおして、「人権が尊重された雰囲気や環境に関すること」、「豊かな人間性に関するこ

と」、「人権意識に関すること」の三つの内容を扱うこととしています。三つの内容は、そ

れぞれに相互補完し合うものです。 
 

 
 

 

 

 

        
      
      
      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 詳細については、「人権教育推進の手引」（栃木県教育委員

会）参照 

 
 

 

 

 

※詳細は、人権教育推進の手引（栃木県教育委員会）を参照 

 

三
つ
の
内
容 

人権が尊重された雰囲気や環境に関すること 
 

一人一人を大切にした雰囲気や環境（言語環境、学習環境等）をつくります。 
 

【社会教育では…】 
☆ 学習者を取り巻く環境づくりをとおして、人権教育の目標達成を目指します。そのため
に、一人一人の人権が尊重された雰囲気を醸成するとともに、学習過程そのものも人権が
尊重された環境の中で行われるよう、常に配慮します。 

人権意識に関すること 
 

人権に関する知識や技能のほか、
感性や人権感覚も含め、人権を尊重
できる意識を高めます。 
 

 
 

【社会教育では…】 
☆ 「様々な人権問題」を扱う学習
機会を意図的・計画的に設けま
す。 

☆ 学習者のそれまでの学習状況
や人権問題に対する理解度、地
域の実情及び学級・講座等のね
らいや学習者の構成などを踏ま
え、課題を取り上げます。 
 

豊かな人間性に関すること 
 

生命を尊重する心などの倫理観、
他人を思いやる心、正義感や公正 
さを重んじる心、個性を認め合う 
心、他者との共生や異質なものへ 
の寛容性などを育てます。 

 

【社会教育では…】 
☆ 家庭、学校、地域社会の相互連
携を促進し、自然体験活動などの
様々な体験活動の充実を図りま
す。 

☆ ボランティア活動などの社会
貢献活動が推進されるよう環境
整備に努めます。 

☆ 各種の学級、講座等を通じ、学
習者同士の交流を深めます。 

人権尊重の精神の涵養 
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過年度の指導資料について 

 栃木県では、昭和 53（1978）年度から、指導資料の作成を計画的に行っています。特に

平成 9（1997）年度から、参加体験型人権学習を中心とした実践的な人権意識を培うことが

できる社会同和教育指導資料を作成し、平成 14（2002）年度以降は同和教育を人権教育と

して発展的に再構築し、「人権に関する社会教育指導資料」としてホームページに掲載して

おりますので、御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

▊▍「成人を対象とした人権教育～理論編～」について 

 令和３(2021)年度は、人権教育の担当者が成人を対象とした人

権教育を推進する上で、基本となる考え方や意義、進め方などの

理論の参考となる指導資料を作成しました。 

 本資料と併せて御活用ください。 

 

 

 

 

 

 

▊▍「人権ワークショップ 2018～2020」について 

平成 30（2018）年度から令和２(2020)年度の３年間は、ワークショップ形式の学習プロ

グラムをまとめた資料を作成しています。 

 「子どもの人権」や「同和問題」、「インターネットによる人権問題」など、本資料で取

り上げた人権問題とは異なる学習プログラムを掲載しています。本資料と同様に、展開案・

ワークシート・資料を掲載していますので、研修や講座にすぐに活用できるものになって

います。 

  
 

 
 
 
 
 
 
  

栃木県 人権 社会教育 
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表紙イラスト 

令和４(2022)年度人権に関するイラスト入賞作品 

「誰もが笑顔輝く主人公！」  宇都宮市立清原中学校 伏木理紗さん 
 

【制作意図】 

この世界は誰もが大切な人。そして、誰もが幸せになる権利があります。個性ある一

人一人がスポットライトを浴びる主人公であり、ずっと笑顔でいられる世界でありたい

という願いを込めて描きました。この絵のようにあってほしいと思います。 

 

出典・参考一覧 
・栃木県教育委員会 「人権教育推進の手引」令和４(2022)年４月 
・栃木県県民生活部人権・青少年男女参画課 「栃木県人権施策推進基本計画（2016～2025）」  
平成28(2016)年３月 

・栃木県県民生活部人権・青少年男女参画課 「栃木県人権施策推進基本計画（2016～2025）増補版」  
令和３(2021)年９月 

・栃木県教育委員会 「人権に関する社会教育指導資料 参加体験型人権学習～理論から実践へ～」  
平成23(2011)年３月 

・栃木県教育委員会 「人権に関する社会教育指導資料 人権ワークショップ2019」令和２(2020)年３月 
・栃木県教育委員会 「人権に関する社会教育指導資料 人権ワークショップ2020」令和３(2021)年３月 
・栃木県教育委員会 「人権に関する社会教育指導資料 成人を対象とした人権教育～理論編～」 
令和４(2022)年３月 

・中野民夫ほか ｢ファシリテーション 実践から学ぶスキルとこころ」 平成21(2009)年 岩波新書 
・鈴木まり子 「ファシリテーションのすすめ」 平成30(2018)年 モラロジー研究所 
・栃木県産業労働部国際課 「令和元(2019)年度地域国際課実態調査報告書」 令和２(2020)年２月 
・栃木県教育委員会 令和２(2020)年度人権に関する文集「あすへのびる」 令和３(2021)年２月 
・内閣府「障害者に関係するマークの一例」（https://www8.cao.go.jp/shougai/mark/mark.html） 
・パルティとちぎ男女共同参画センター 「男女共同参画の視点で取り組む防災ハンドブック」 
 平成25(2013)年１月 
・栃木県教育委員会 「上都賀地区人権教育指導者一般研修人権ふれあいフェスタ」令和４(2022)年11月 
 

編 集 委 員     （○印は編集委員長） 
 
  鈴木 智也 栃木県教育委員会事務局河内教育事務所ふれあい学習課 社会教育主事 

  矢島 隆宏 上都賀教育事務所ふれあい学習課 社会教育主事 

  上野 竜一 芳賀教育事務所ふれあい学習課 副主幹 

  椎名 裕美 下都賀教育事務所ふれあい学習課 社会教育主事 

○  大谷 貴之 塩谷南那須教育事務所ふれあい学習課 副主幹 

  小泉 和之 那須教育事務所ふれあい学習課 社会教育主事 

  齋藤 秀則 安足教育事務所ふれあい学習課 社会教育主事 

  大越 真二 栃木県総合教育センター生涯学習部 社会教育主事 

  山岸 峻也 栃木県教育委員会事務局生涯学習課ふれあい学習担当 社会教育主事       
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お問合せ 
 

人権教育に関する出前講座や研修について、御相談・御依頼等がありましたら、下記ま

でお問合せください。 
 

（お問合せ先） 

河内教育事務所（宇都宮市・上三川町） Tel 028-626-3183 

上都賀教育事務所（鹿沼市・日光市） Tel 0289-62-7167 

芳賀教育事務所（真岡市・益子町・茂木町・市貝町・芳賀町） Tel 0285-82-3324 

下都賀教育事務所（壬生町・野木町・小山市・栃木市・下野市） Tel 0282-23-3422 

塩谷南那須教育事務所 

（矢板市・さくら市・那須烏山市・塩谷町・高根沢町・那珂川町） 
Tel 0287-43-0176 

那須教育事務所（大田原市・那須町・那須塩原市） Tel 0287-23-2177 

安足教育事務所（佐野市・足利市） Tel 0283-23-1471 

  

総合教育センター生涯学習部 Tel 028-665-7206 

栃木県教育委員会事務局生涯学習課 Tel 028-623-3404 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


